
 
 

 

 

 

 

 

１２月４日、本校で滑川市音楽活性化推進事業・文化庁連携事業としてヴァイオリン演奏会が

行われ、ヴァイオリニストの早稲田桜子さん、ピアノの早稲田眞理さんが来校されました。この

事業は、クラシック音楽のアーティストが学校でミニコンサートを開催し、普段クラシック音楽

に接する機会がない子供たちに、音楽の素晴らしさを生演奏で届ける内容となっています。滑川

市内のすべての小学校で４年生対象に毎年行われています。 

２年前、前任校の田中小学校で早稲田姉妹を迎え同じコンサートが行

われました。この時は国登録有形文化財に指定されている旧校舎を私が

案内し、その校舎がアニメ映画の背景となっていたことを二人に紹介す

ると、たちまち大興奮して写真を何枚も撮られたエピソードがありま

す。楽しいお二人が来校されることを一番楽しみにしていたのは、もし

かしたら私だったのかもしれません。 

ヴァイオリンの演奏が始まると、子供たちは真剣に聞き、時には手拍子を取りながら生演奏を

堪能していました。桜子さんの巧みな話術に子供たちが引き込まれ、演奏者と子供たちが一体に

なった楽しいコンサートになりました。文化・スポーツ振興財団の方々のご協力もあり、児童全

員一人一人が実際にヴァイオリンを弾かせてもらうという貴重な体験もできました。 

４年２組のコンサートでは、子供たちの反応が素晴らしく、早稲田姉妹をびっくりさせていま

した。｢チャルダッシュ｣という曲の演奏で、ゆっくりの曲想の時は体を揺らしながら聞いていま

したが、曲想がアップテンポにがらりと変わると子供たちから自然と手拍子が始まり、とても盛

り上がりを見せました。曲想は、緩→急→緩→急と変化しますが、子供たちは曲想の変化をしっ

かり聞き分けて、手拍子したり止めたりと曲を楽しんでいたことに驚かされていたのです。 

そして４年１組のコンサートではさらに奇跡がおこりました。あらかじめリクエストされてい

た「パプリカ」のメロディが流れると、子供たち全員が元気よく歌い出し、歌詞もまったく間違

えることなくフルコーラスを歌い切ったのです。これには演奏者のお二人も大感激。見ていた私

も感動で胸が熱くなりました。子供たちに生演奏を届けにはるばる東京からやって来たお二人を、

逆に子供たちのパワーで喜ばせてくれたからです。本物の演奏を聴けただけでなく、その日は「西

部っ子の底力」を感じることもできました。そして音楽が人と人をつなぐものだということも、

改めてこの日思い知らされました。 

さて、いよいよ平成から令和へと移り変わった一年が間もなく終わろうとしています。年が明

ければ学年のまとめとなる３学期のスタートです。そして６年生が西部小学校ともお別れする時

期も近づいてきます。６年生が在校生に、在校生が６年生にどんな歌声をプレゼントしてくれる

か、西部っ子の底力でみんなが感動する卒業式になることを今から期待したいと思います。 

（教 頭  角 川   誠） 

学 校 便 り  滑川市立西部小学校 R元．12．20 
学校教育目標  「三つの花」を咲かせる西部っ子 

にこにこ花  楽しくあいさつができる子 
ほかほか花  「あったか言葉」をつかう子 
きらりん花  きらきらと自分らしく輝く子 

ヴァイオリン演奏会でのいい話 
 



『子は親の鏡』   ドロシー・ロー・ノルト 

けなされて育つと、子供は、人をけなすようになる 

トゲトゲした家庭で育つと、子供は、乱暴になる 

不安な気持ちで育てると、子供も不安になる 

「かわいそうな子だ」と言っていると、子供は、みじめな気持ちになる 

子供を馬鹿にすると、引っ込み思案な子供になる 

親が他人をうらやんでばかりいると、子供も人をうらやむようになる 

しかりつけてばかりいると、子供は、「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう 

励ましてあげれば、子供は、自信をもつようになる 

広い心で接すれば、キレる子にはならない 

誉めてあげれば、子供は、明るい子に育つ 

愛してあげれば、子供は、人を愛することを学ぶ 

認めてあげれば、子供は、自分が好きになる 

分かち合うことを教えれば、子供は、思いやりを学ぶ 

親が正直であれば、子供は、正直であることの大切さを知る 

子供に公平であれば、子供は、正義感のある子に育つ 

やさしく、思いやりを持てば、子供は、優しい子供に育つ 

守ってあげれば、子供は、強い子に育つ 

和気あいあいとした家庭に育てば、  

子供はこの世の中はいいところだと思えるようになる 

大切にしたい子供の心の健康 （養護教諭 辻 貴子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生の体育（保健）で「心の健康」という単元があります。そこでは心の働きは、さまざまな生

活経験を通して年齢とともに発達することなどを学びます。子供は成長するにつれ自分の感情をコン

トロールできるようになり、社会性も発達してきます。そして、思考力の発達のスピードは、体の成

長と同じで人によって違いますが、心も体も徐々に思春期を迎え、大人になっていきます。 

子供たちはそれぞれの心の発達過程で、楽しいこと、うれしいこと、悲しいこと、寂しいことを感

じたり、勉強したり挑戦したりしながら、心が発達していきます。まだうまくストレスを解決する方

法を知らずに、イライラしていることもあります。誰に相談していいかわからずにいるときもありま

す。毎日子供たち

をみている中で、

その成長過程を私

も温かく見守っ

て、できる支援を

していきたいと考

えています。私は

右の詩を自分の立

場に置き換えて教

訓としています。

よかったらご一読

ください。 

 

 

 

 

 

３年生社会 校外学習 
市立博物館で昔の家で使われて
いたいろいろな道具を見学して
きました。 

５年生書道教室 
稲垣宗之先生をお招きして、書
初の「平和な国」の指導を受け
ました。 

６年生三味線教室 
濱谷拓也先生をお招きして、三
味線の演奏を楽しく体験する
ことができました。 

学期末もワクワクする学習がたくさんありました 

２年生幼小交流 
校区の年長園児を「おもちゃラ
ンド」に招いて、楽しく交流し
ました。 

１年生外国語活動 
クリスマスツリーの飾りを描き
ながら、色を英語で表現する学
習を行いました。 

４年生図画工作 
タブレットＰＣを活用してト
リック写真の撮影に挑戦しま
した。 
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